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策定の背景と目的 

 

 近年、道路に求められる役割は、従来からの交通の円滑性・安全性の向上に加え、維持管理・防災・

景観等の質的向上のほか、観光振興・まちづくりへの寄与など、ニーズが多様化しています。他方、

道路予算減少や橋梁の老朽化、人口減少等、道路をとりまく状況が変化してきています。 

 そのような背景の中、時代の要請に応じた道路の整備や活用など、今後 10年間のみちづくりの方向

性を示すものとして、「信州みちビジョン」を策定し、県民の皆さまにお示しするとともに、道路事業

実施時の指針とすることを目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定経過 

 

 策定に際しては有識者等からなる「信州みちビジョン検討委員会」での議論を軸に、以下のとおり

意見交換会等の県民意見も交えながら策定を行いました。 

 

 

  

県政全般
（総合５か年計画等）

交通施策※

（新総合交通ビジョン等）
※鉄道・バス・航空等を含む

道路施策
（信州みちビジョン）

期間 2013～
2017年

2018～
2022年

2023～
2027年

総合５か年計画

新総合交通ビジョン

信州みちビジョン

（想定）

2018年
▼

2027年
▼

● 本ビジョンの位置付け ● 本ビジョンの期間 

注）「準備会」「第１回」等は「信州みちビジョン検討委員会」の開催を示す 
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